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JSAFのメンバーになれば

2013年のトピックス
JSAFからのメッセージ

　

3
年
の
間
、
議
論
し
て
き
た
ユ
ー
ス
世
代
の
制
式
艇
種
4
2
0
級
を
決

定
し
、2
0
1
5
年
の
和
歌
山
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体
で
採
用
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
4
2
0
艇
購
入
の
た
め
の
寄
附
金
を
募
り
、
そ
れ
を
原
資
の
一
部

と
し
、
全
国
の
団
体
に
練
習
艇
購
入
の
た
め
の
援
助
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

外
洋
レ
ー
ス
で
は
神
戸
｜
横
浜
レ
ー
ス
の
復
活
、
ト
ラ
ン
ス
パ
ッ
ク
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
招
待
杯
で
日
本
人
セ
ー
ラ
ー
た
ち
の
活

躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
体
協
や
J
O
C
の
指
導
も
あ
り
新
た
に
倫
理
委
員
会
や
第
三

者
に
よ
る
相
談
窓
口
な
ど
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
２
０
２
０
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京

開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。
政
治
的
・
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
根
づ
か
せ
る
意
義
あ
る
決
定
で
あ
り
、
皆
様
と
と
も
に

喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

約
半
世
紀
ぶ
り
の
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
世
界
の
人
々
と
交
流
で
き
る
な
ど
、

貴
重
な
経
験
の
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
日
本
が
誇
る
「
お
も
て
な
し
」

の
心
を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
本
そ
し
て
世
界
の
人
々
に
夢
と
感
動

を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
ぞ
良
い
年
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
。
２
０
１
４
年
が
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

■ジュニア・ユースにも届きます。
J-SAILING はジュニア・ユースメンバーが所属するおよそ 200 の団体にお届け
しています。各団体のご担当者の方々には、ジュニア・ユースセーラーのために
J-SAILING を活用されることをお勧めいたします。

■ PDF でも読めます。
JSAF ホームページの http://www.jsaf.or.jp/j-sailing/ にアクセスしてくださ
い。J-SAILINGのpdfバージョンが掲載されています。過去の記事を再読したり、
本誌が手元にない時にも PC があれば読むことができます。ご利用ください。

■メールアドレスをお知らせください。
デジタル化が進み、電子メールを使った連絡方法が一般的になっています。
JSAF もメンバー各位に様々な情報をお届けする際、メールを利用することが多
くなっています。そこで、各団体の登録業務ご担当の方々にお願いです。メンバー
の新規登録や更新登録の際には、必ずメールアドレスを併記していただけるよう
お願いいたします。

◎メンバーズカードが発行され、公式競技参加の資格が与えられます。
◎会費の一部が傷害保険の保険料に充当され、セーリングの事故に
よる死亡、後遺障害に適用されます。
◎JSAFの会報誌「J-SAILING」が送付されます。
◎各種講習会などに参加でき、資格を取得する際の条件に適用され
ます。
◎「J-SAILING」をはじめ、所属する加盟団体からもセーリングに関
する各種行事やレース日程などの情報が提供されます。
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優
勝
賞
金
は
30
万
円

　

マ
ッ
チ
レ
ー
ス
と
い
え
ば
日
本
チ
ー
ム
が
ア

メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に
参
戦
し
よ
う
と
し
て
い
た

頃
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
本
が

経
済
不
況
に
な
る
と
大
き
な
レ
ー
ス
も
で
き
な

く
な
っ
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
や
マ
ッ
チ
レ
ー

ス
協
会
の
尽
力
の
下
、
そ
の
後
を
引
き
継
い
だ

若
い
人
を
中
心
に
、
今
で
も
年
間
を
通
し
て
そ

の
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
る

　
Ｎ
Ｓ
Ｔ
主
催
に
よ
る
年
間
８
レ
ー
ス
の
マ
ッ

チ
レ
ー
ス
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
年
か
ら
（
株
）
伊

藤
園
の
後
援
を
得
て
毎
回
の
優
勝
者
に
は
賞
金

が
出
る
こ
と
に
な
り
、
例
年
に
な
い
盛
り
上
り

を
見
せ
て
い
る
。
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
６

戦
を
消
化
で
き
た
。

　

最
終
戦
の
第
８
戦
の
参
加
者
は
２
０
１
３
年

の
７
戦
ま
で
の
合
計
ポ
イ
ン
ト
１
位
か
ら
６
位

ま
で
の
６
名
の
ス
キ
ッ
パ
ー
。
ま
た
、
優
勝
の

30
万
円
を
は
じ
め
３
位
ま
で
の
ス
キ
ッ
パ
ー

に
賞
金
が
授
与
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
当
日
の

朝
は
レ
ー
ス
前
か
ら
い
つ
に
な
い
緊
張
感
が

あ
っ
た
。

　

年
間
ポ
イ
ン
ト
上
位
の
６
人
は
１
位
：
藤
井

麗
、
２
位
：
村
越
俊
介
、
３
位
：
市
川
航
平
、

４
位
：
大
野
捻
久
、
５
位
：
浜
崎
栄
一
郎
、
６

位
：
安
原
保
の
各
選
手
だ
っ
た
が
、
浜
崎
選
手

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
な
か
っ
た
た
め
、
戸
谷
壽
男

選
手
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
20
度
を
中
心
に
０
か
ら
50
度
ま
で
の

シ
フ
テ
ィ
な
３
～
５
m
の
微
風
下
、
８
フ
ラ
イ

ト
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
優
勝
は
藤
井
、
２

位
市
川
、
３
位
戸
谷
、
４
位
大
野
、
５
位
安

原
、
６
位
村
越
の
各
選
手
と
な
っ
た
。
１
位
か

ら
３
位
の
３
選
手
は
ポ
イ
ン
ト
で
は
タ
イ
だ
っ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
直
接
対
決
の
結
果
で
順
位

が
決
ま
っ
た
。

藤
井
う
ら
ら
チ
ー
ム
の
勝
因

　

優
勝
し
た
藤
井
選
手
の
最
大
の
勝
因
は

「
微
風
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

今
回
私
が
挙
げ
た
い
理
由
は
別
に
あ
る
。
そ

ニッポンセールトレーニング葉山（ＮＳＴ）主催の
「ＮＳＴ 2013 伊藤園マッチレース年間優勝決定戦」が神奈川県葉山町沖にて
11月2 日に開催された。優勝したのは女性が中心の藤井うららチームだった。
レポート／坂本安広（レース委員長）　
写真／ J-SAILING 編集部

日本唯一の
賞金マッチレース
NST2013 伊藤園マッチレース・年間優勝決定戦

微風下だったが随所に激しい競り合い
が演じられた伊藤園マッチレース
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富
で
、
ス
タ
ー
ト
時
の
位
置
取
り
が
す
ば
ら
し

か
っ
た
。

　

４
位
か
ら
６
位
の
ス
キ
ッ
パ
ー
も
い
つ
も
の

マ
ッ
チ
レ
ー
ス
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
て
い

る
が
、
今
回
は
調
子
が
出
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

今
回
の
結
果
を
糧
に
、
来
年
の
奮
起
に
期
待
し

た
い
。

気
づ
い
た
こ
と

　

今
回
の
レ
ー
ス
で
気
に
な
っ
た
こ
と
が
２
つ

あ
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
総
じ
て
ス
タ
ー
ト
時
に
艇
の
位

置
取
り
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
よ
り
低
い
こ
と
。

レ
ー
ス
委
員
長
と
し
て
は
リ
コ
ー
ル
が
少
な
い

の
で
非
常
に
あ
り
が
た
い
が
、
当
然
、
時
間
に

ス
タ
ー
ト
を
切
れ
ず
、
ス
タ
ー
ト
ま
で
の
時

間
は
自
由
な
レ
ー
ス
展
開
が
で
き
な
く
な
る
。

マ
ッ
チ
レ
ー
ス
だ
か
ら
相
手
も
同
様
な
状
況
で

は
不
利
に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
れ
が
正
し
い
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、

ス
タ
ー
ト
と
い
う
制
約
事
項
を
相
手
よ
り
も
早

く
排
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
度
を
高
め
て
次

の
一
手
で
相
手
を
攻
撃
で
き
れ
ば
、
勝
率
も
確

実
に
上
が
る
。
そ
れ
が
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
の
面
白

さ
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
ス
タ
ー
ト
時
間
に
ス

タ
ー
ト
し
、
自
分
に
と
っ
て
の
最
大
の
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
だ
。

　

ふ
た
つ
目
は
、
常
に
自
分
の
走
り
が
で
き
て

い
る
か
、
と
い
う
こ
と
。

　

微
風
時
に
相
手
と
同
じ
状
況
で
艇
を
止
め
て

対
峙
し
た
の
は
い
い
が
、
そ
の
後
、
艇
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
走
れ
な
い
艇
を
見
る
。
時
間

に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
戻
れ
ず
リ
コ
ー
ル
に
な

る
場
合
も
あ
る
。
結
果
と
し
て
相
手
に
大
き
な

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
う
。
マ
ッ
チ

レ
ー
ス
だ
か
ら
相
手
と
同
じ
状
況
で
あ
る
こ
と

に
安
心
感
を
覚
え
る
ス
キ
ッ
パ
ー
に
は
次
の
ミ

ス
し
か
待
っ
て
い
な
い
。

　

マ
ッ
チ
レ
ー
ス
で
も
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ス
で
も

自
艇
が
相
手
と
同
等
以
上
に
走
ら
な
け
れ
ば
勝

負
に
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
勝
つ
た
め
に
は

艇
を
相
手
以
上
に
走
ら
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
戦
術

も
何
も
な
い
。

　

ま
た
ニ
ッ
ポ
ン
カ
ッ
プ
の
話
に
な
る
が
、
ク

リ
ス
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
微
風
の
レ
ー
ス
に
強

か
っ
た
。
そ
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
言
葉
を
思
い
出

す
―
―
「
微
風
の
ス
タ
ー
ト
で
は
絶
対
に
艇

を
止
め
る
な
、
絶
対
に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら

離
れ
る
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

最
後
に
、
昨
年
ま
で
と
違
い
今
年
は
2
つ
新

し
い
環
境
が
で
き
た
こ
と
を
ご
報
告
。

　

ひ
と
つ
は
、（
株
）
伊
藤
園
の
後
援
を
い
た

だ
き
、「
お
ー
い
、
お
茶
」
の
ロ
ゴ
の
入
っ
た

目
に
も
鮮
や
か
な
緑
色
ス
ピ
ネ
ー
カ
ー
が
葉
山

の
海
で
目
立
ち
、
存
在
感
を
示
し
た
こ
と
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
前
述
の
よ
う
に
マ
ッ
チ
レ
ー
ス

シ
リ
ー
ズ
の
毎
回
の
優
勝
者
に
賞
金
が
出
た
こ

と
。
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
へ
の
誘
惑
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　

来
年
も
「
戦
う
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
」
が
ま
す

ま
す
盛
り
上
が
る
と
と
も
に
、
マ
ッ
チ
レ
ー
ス

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
層
増
え
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
る
。

れ
は
、
第
２
フ
ラ
イ
ト
の
第
３
マ
ッ
チ
で
の
、

あ
わ
や
リ
コ
ー
ル
か
と
い
う
く
ら
い
の
ジ
ャ

ス
ト
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
意
図
し
た
か
ど
う

か
は
不
明
だ
が
、
リ
コ
ー
ル
寸
前
の
数
秒
間

は
ジ
ャ
ス
ト
ス
タ
ー
ト
を
す
る
意
思
が
あ
っ

た
と
思
う
。

　

以
前
、
ニ
ッ
ポ
ン
カ
ッ
プ
で
ピ
ー
タ
ー
・
ギ

ル
モ
ア
が
ス
タ
ー
ト
直
前
に
ポ
ー
ト
タ
ッ
ク
で

本
部
艇
の
ポ
ー
ト
側
ス
タ
ー
ン
に
突
っ
込
み
、

接
触
す
る
10‌㎝
手
前
で
タ
ッ
ク
し
て
ジ
ャ
ス
ト

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
再
現
し

た
よ
う
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　

２
位
の
市
川
選
手
は
理
論
派
セ
ー
ラ
ー
だ
。

レ
ー
ス
後
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
は
い
つ
も

レ
ー
ス
中
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
話
題
を
提
供
し

て
お
り
、
ル
ー
ル
と
戦
術
に
つ
い
て
の
向
上
意

識
が
高
い
有
望
な
ス
キ
ッ
パ
ー
だ
。
今
回
は
同

率
な
が
ら
も
優
勝
を
逃
し
た
が
、
確
実
に
上
位

に
食
い
込
ん
で
い
る
の
は
頼
も
し
い
。
３
位
の

戸
谷
選
手
は
日
本
の
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
の
草
分
け

の
１
人
で
、
今
も
現
役
レ
ー
サ
ー
だ
。
今
回
は

堂
々
の
３
位
で
他
の
ス
キ
ッ
パ
ー
に
刺
激
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
。
国
際
レ
ー
ス
の
経
験
が
豊

賞金を手にした藤井スキッパー。左は NST の小田切満寿雄代表。NST は葉山を
拠点としてセールトレーニングの開催、月例フリートレースやマッチレース、セー
リングスポーツのイベント、ヨットのチャーターなどを行う NPO 法人だ

　４月から１１月にかけて月 1 回のペースで日本セールト
レーニングマッチが行われました。 
　４月の初戦は、月光ボーイズ市川チームが優勝し、２戦
目からはベテランの戸谷チーム、村越チーム、そして、浜
崎チームの圧倒的強さの２連勝と続きました。また、10
月に優勝したのは今年初参戦の大野チームでした。私たち
女子チームは、毎月あと少しのところで優勝を逃し、悔し
い思いをしてきました。
　そして迎えた最終戦、11 月 2 日の葉山マリーナ―。
微風の中、最後まで誰が勝つかわからない白熱したマッチ
となりました。フィニッシュするまでのポジショニング、
ボートを止めない、気を抜かないことをチームで話し合い、
集中して戦いました。
　最終フライトでフィニッシュしても自分たちが優勝した
と気づかず、陸に上がってから知るというタイミングのず
れた感じになってしてまいましたが、たくさんの人から祝
福を受け、クルーたちと喜びを分かち合いました。

　今年のマッチは私にとって特別な大会にもなりました。
　５月に、アリランレースのために回航中だった一木正治
さんが亡くなり、永遠のお別れとなりました。一木さんに
励まされたマッチレーサーは多いと思いますが、私もその
一人でした。

『攻めるにしても守るにしてもプレスタートではボートポ

ジションが大事。うららは自分からドツボに入っていく
ケースが目立つから、もう一度マッチの資料を読み直しな
さい。艇速はあるからそれを活かせるポジションでスター
トできれば勝てるようになるよ』と、私が負け続けてつら
いときに励まして下さいました。
　今回のシリーズでは、レース前日に何回も確認のため資
料を読みました。その甲斐あって、自信を持ってスタート
のポジション取りができ、ほとんどのフライトで先行して
スタートラインを切ることができました。
　最終戦前まで優勝がなかった私たちですが、コンスタン
トに上位につけていたので、最終戦の優勝と同時に、年間
シリーズも勝ち取ることができました。信頼できるクルー
のコンビネーションあっての勝利です。クルーのみんなに
感謝の気持ちでいっぱいです。これからも女子チーム、頑
張っていきたいと思います。

　最後になりますが、伊藤園様にご協賛いただいたことで、
マッチレースに興味を持ち応援してくれる方が増えたと思
います。マッチレースは船やセールの差がなく、相手艇と
同じ条件で戦えます。ハンドリングやクルーワーク、バラ
ンス、戦略など、ヨットの基本を体と頭の両方で感じるこ
とができるので、是非いろんな方に知っていただきたいと
思います。来年も是非、ご支援のほどよろしくお願いいた
します。

藤井うららチームのメンバー。バウマンは日根野聰弥さん
（写真右奥の男性）。いつものバウマンが乗れなくなり、急
遽乗ってもらいました。マストハンドは金子純代さん（同
右前）。私が大学ヨット部を引退してからクルーザーの道
に導いてもらい、憧れでもあり、一番の恩師です。ピット
の佐藤夏海さん（同中央）。J24 やマッチレースのピット
を長い期間やっているので、安心して任せられます。陸で
も良き相談相手です。シングルハンダーで国体出場経験あ
り。ジブトリマー、小川紗津貴さん（同左後２番目）。私
が何を考えて、何をしたいか理解してくれるので助かって
います。優しくて面白くて、チームのムードメーカーです。
メイントリマーの小田原美香（同左前）。実の姉であり、ヨッ
トでは大先輩で尊敬しています。姉妹仲がよく、大事な存
在です。このほか、永山桃子さんがメイントリマーを担当
しています。OP 時代からの幼なじみで、女子マッチチー
ム結成当初から一緒に乗っています。そして左端が私です。

優勝記――藤井うらら（スキッパー）
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ア
ウ
デ
ィ
メ
ル
ジ
ェ
ス
20
ク
ラ
ス

　

ア
ウ
デ
ィ
メ
ル
ジ
ェ
ス
20
ク
ラ
ス
は
７
艇
が

参
加
し
ま
し
た
。
メ
ル
ジ
ェ
ス
各
ク
ラ
ス
の
中

で
も
と
く
に
今
年
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
ク
ラ

ス
で
す
。
３
人
で
手
軽
に
セ
ー
リ
ン
グ
で
き
、

か
つ
デ
ィ
ン
ギ
ー
の
よ
う
な
軽
い
感
覚
で
ま

さ
に
老
若
男
女
を
問
わ
な
い
ど
ん
な
人
で
も

楽
し
め
る
ク
ラ
ス
で
す
。

　

し
か
し
、
今
回
集
ま
っ
て
き
た
チ
ー
ム
を

見
る
と
手
軽
さ
と
い
う
響
き
か
ら
は
ほ
ど
遠

い
、
国
内
屈
指
の
チ
ー
ム
ば
か
り
。
２
０
１
３

年
メ
ル
ジ
ェ
ス
32
ワ
ー
ル
ド
7
位
の
成
績
を
持

つ
〈M

am
m
a A
iuto!

〉、
先
日
の
Ｊ
24
全
日

本
ウ
ィ
ナ
ー
和
田
大
地
を
ヘ
ル
ム
ス
マ
ン
に
起

用
し
た〈 N

orth Star

〉、
２
０
１
２
年
Ｘ‌
35

全
日
本
ウ
ィ
ナ
ー〈 Galaxy20

〉な
ど
全
チ
ー

ム
が
タ
イ
ト
ル
を
ひ
と
つ
以
上
は
持
つ
錚
々
た

る
ク
ラ
ス
で
す
。

　

そ
の
中
で〈M

am
m
a A
iuto! 

〉と〈N
orth 

Star

〉
が
熾
烈
な
戦
い
を
繰
り
広
げ
、
同
ポ

イ
ン
ト
で
〈M

am
m
a A
iuto! 

〉
が
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
来
月
に
お
こ
な
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
ワ
ー

ル
ド
に
は〈M

am
m
a A
iuto! 

〉と〈
祖
国
丸
〉

が
参
戦
予
定
と
の
こ
と
で
、
今
後
ま
っ
た
く
目

が
離
せ
な
い
ク
ラ
ス
と
な
り
そ
う
で
す
。

メ
ル
ジ
ェ
ス
24
ク
ラ
ス

　

メ
ル
ジ
ェ
ス
24
ク
ラ
ス
は
８
艇
が
参
加
。
実

は
２
０
０
５
年
に
大
阪
府
の
淡
輪
で
開
催
さ
れ

て
以
来
、
８
年
ぶ
り
の
全
日
本
選
手
権
復
活
で

す
。
全
日
本
開
催
が
今
回
で
８
回
目
と
な
り
、

メ
ル
ジ
ェ
ス
ボ
ー
ト
の
中
で
国
内
で
は
一
番
普

及
し
て
い
る
ク
ラ
ス
で
す
。

　

24
フ
ィ
ー
ト
と
小
さ
い
な
が
ら
も
風
速
38

ノ
ッ
ト
を
記
録
す
る
大
荒
れ
と
な
っ
た
他
の

レ
ー
ス
で
は
、
な
ん
と
ミ
ド
ル
ボ
ー
ト
ク
ラ
ス

を
従
え
て
フ
ァ
ー
ス
ト
ホ
ー
ム
す
る
ス
ピ
ー

ド
と
強
靭
さ
を
併
せ
持
つ
素
晴
ら
し
い
ボ
ー

ト
で
す
。

　

今
年
の
本
大
会
は
微
風
に
終
始
し
た
た

め
メ
ル
ジ
ェ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
か

し
き
れ
な
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、

２
０
１
１
年
メ
ル
ジ
ェ
ス
32
ワ
ー
ル
ド
４
位
の

〈Y
asha Sam

urai

〉
が
２
、１
、
1
、
１
の

ほ
ぼ
完
璧
な
成
績
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ス
で
は
毎
年
国
際
レ
ー
ス
で
日
本

チ
ー
ム
が
活
躍
し
て
お
り
、
来
年
１
月
に
行
わ

れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ワ
ー
ル
ド
に
〈T

hree 
Bond

〉、〈Esprit

〉
が
参
戦
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
全
国
各
地
で
メ
ル
ジ
ェ
ス
24
は
活
躍
し

て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
セ
ー
ラ
ー
に
と
っ
て
一
番

身
近
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

メ
ル
ジ
ェ
ス
32
ク
ラ
ス

　

最
後
に
メ
ル
ジ
ェ
ス
ボ
ー
ト
で
最
大
の
メ
ル

ジ
ェ
ス
32
ク
ラ
ス
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活

躍
す
る
セ
ー
ラ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
フ
リ
ー
ト

を
形
成
す
る
世
界
で
最
も
レ
ベ
ル
の
高
い
ク
ラ

ス
と
言
え
ま
す
。
今
大
会
の
ア
ウ
デ
ィ
メ
ル

ジ
ェ
ス
20
、
メ
ル
ジ
ェ
ス
24
の
優
勝
チ
ー
ム
が

アウディメルジェス 20 クラスのレースシーン

アウディメルジェス 20 クラス優勝の〈Mamma Aiuto! 〉

〈Mamma Aiuto! 〉チーム

アウディメルジェス 20 クラス 2 位の <North Star>

メルジェス 24 クラスのレースシーン

国内初
３クラス揃っての
メルジェス大会

Japan Melges Week 2013

11 月 2 日～ 4 日に新西宮ヨットハーバーで
ジャパンメルジェスウィーク

（兼　全日本メルジェス 32・メルジェス 24・
アウディメルジェス 20 クラス選手権大会）が行われた。
同ハーバーでは国内セーリングイベントで最も注目されている
全日本インカレも開催。
その熱気に負けじと福岡、高松、琵琶湖、西宮、蒲郡、葉山、三浦、
横浜、浦安からメルジェスセーラー 98 名が集結、
3 日間微風続きの神経戦の中、4 レースの熱戦が繰り広げられた。
レポート／日本メルジェス協会
写真／関西ヨットクラブ提供
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メ
ル
ジ
ェ
ス
32
出
身
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
国
内
で
も
花
形
の
ク
ラ
ス

で
す
。

　

そ
の
花
形
ク
ラ
ス
に
は
４
艇
の
エ
ン
ト
リ
ー

が
あ
り
、
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
一
番
熾
烈
な

レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
熾
烈
な
戦
い
の
中
で
見
事
に
優
勝
を

飾
っ
た
の
は
〈Q

uetefeek

〉。
Ｘ‌

35
全
日
本

２
連
覇
、
昨
年
、
今
年
と
メ
ル
ジ
ェ
ス
32
ワ
ー

ル
ド
に
参
戦
し
て
い
る
国
内
有
数
の
強
豪
チ
ー

ム
で
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
に
は
日
本
か
ら
２
０
１
３
年
に
４

チ
ー
ム
、
２
０
１
２
年
に
は
６
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
数
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
に
次
ぐ
も

の
で
す
が
、
こ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ク
ラ
ス
に
こ

れ
だ
け
の
チ
ー
ム
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

日
本
の
熱
気
が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
に
５
艇
あ
り
ま
す
が
今
大
会
の

花
形
ク
ラ
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
内
キ
ー
ル

ボ
ー
ト
界
の
花
形
と
言
わ
れ
る
フ
リ
ー
ト
に
成

長
し
て
ほ
し
い
ク
ラ
ス
で
す
。

爆
走
を
楽
し
み
た
い
方
へ

　

こ
の
よ
う
に
、
３
ク
ラ
ス
揃
っ
て
の
メ
ル

ジ
ェ
ス
大
会
は
今
回
初
め
て
行
わ
れ
、
ま
た

世
界
で
も
初
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
老
若
男
女
、
デ
ィ
ン
ギ
ー

セ
ー
ラ
ー
か
ら
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
セ
ー
ラ
ー
、
プ

ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
す
べ
て
の
セ
ー
ラ
ー
が
楽
し

め
る
ボ
ー
ト
で
あ
り
、
ダ
ウ
ン
ウ
イ
ン
ド
で
は

ど
の
ク
ラ
ス
も
ス
ピ
ー
ド
が
20
ノ
ッ
ト
前
後
の

爆
走
を
イ
ー
ジ
ー
に
味
わ
え
る
最
高
の
ボ
ー

ト
で
す
。

　

主
催
者
で
あ
る
当
協
会
は
、
昨
年
ま
で
「
日

本
メ
ル
ジ
ェ
ス
24
ク
ラ
ス
協
会
」
と
し
て
運
営

し
て
い
ま
し
た
が
、
メ
ル
ジ
ェ
ス
の
３
ク
ラ
ス

を
統
合
す
る
た
め
に
今
年
か
ら
「
日
本
メ
ル

ジ
ェ
ス
協
会
」
と
名
称
変
更
し
、
体
制
も
一
新

し
ま
し
た
。

　

同
じ
メ
ル
ジ
ェ
ス
ボ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
す
が

各
ク
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
楽
し
み
方

も
ま
た
多
様
で
す
。「
よ
り
楽
し
い
セ
ー
リ
ン

グ
を
！
」
と
求
め
て
お
ら
れ
る
セ
ー
ラ
ー
の
皆

さ
ん
、ぜ
ひ一
度
当
協
会
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

（info@
jpm
elges.com

）

メルジェス 24 クラス優勝の〈Yasha Samurai〉チーム

メルジェス 24 クラスの〈ISLAY〉

メルジェス 32 クラスのレースシーン

メルジェス 32 クラス優勝の <Quetefeek>

<Quetefeek> チームの面々

3 クラスが揃ったレース開催を告知するフライヤー



8J-SAILING VOL.104 

ア
メ
リ
カ
ス
カ
ッ
プ
の
教
訓

　

世
界
中
の
セ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
は
も
と
よ

り
、
今
ま
で
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
に
ま
っ
た
く
興

味
の
な
か
っ
た
多
く
の
人
た
ち
を
釘
づ
け
に
し

た
ア
メ
リ
カ
ス 

カ
ッ
プ
で
の
大
逆
転
ド
ラ
マ

は
、皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
も
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
は
あ
と
一
敗
で
大
敗
と
い
う
背

水
の
陣
の
オ
ラ
ク
ル
チ
ー
ム
（
米
）
の
想
像
に

も
で
き
な
か
っ
た
逆
転
劇
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
海
面
を
う
ま
く
生
か
し

た
コ
ー
ス
設
定
と
観
客
席
、
わ
か
り
や
す
い

ル
ー
ル
の
採
用
、
セ
ー
ラ
ー
で
あ
れ
ば
だ
れ
で

も
ほ
し
い
情
報
を
一
般
の
視
聴
者
に
も
わ
か
る

よ
う
に
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
画
面
を
実
際
の
映
像

に
重
ね
た
放
映
な
ど
を
通
じ
て
、
世
界
中
を
大

興
奮
さ
せ
た
。

　

大
逆
転
の
鍵
が
ベ
ン
・
エ
イ
ン
ズ
リ
ー
と
ト

ム
・
ス
リ
ン
グ
ス
ビ
ー
と
い
う
ロ
ン
ド
ン
五
輪

で
の
２
大
ス
タ
ー
（
フ
ィ
ン
、
レ
ー
ザ
ー
級
の

ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
セ
ー
リ

ン
グ
界
に
と
っ
て
は
う
れ
し
い
事
実
で
あ
り
、

セ
ー
ラ
ー
が
他
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
負
け
な
い

ぐ
ら
い
の
知
名
度
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
実
証
し

て
く
れ
た
。

　

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
今
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
の
毎
年
開
催
、
そ
し
て
そ
の
位

置
づ
け
を
大
き
く
高
め
る
と
い
う
作
戦
に
う
ま

く
つ
な
げ
て
い
け
る
か
ど
う
か
は
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ

の
将
来
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。                                            

４
７
０
は
？ 

カ
イ
ト
は
！！

　
Ｉ
Ｏ
Ｃ
か
ら
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
か
け
ら
れ
て
い
る
中
、
カ
イ
ト
の
セ
ー
リ
ン

グ
競
技
と
し
て
の
ク
ラ
ス
の
確
立
（
ク
ラ
ス

ル
ー
ル
、競
技

・

計
測
ル
ー
ル
等
）
も
大
き
く

進
ん
で
お
り
、
コ
ー
ス
レ
ー
シ
ン
グ
ボ
ー
ド
ク

ラ
ス
に
つ
い
で
ツ
イ
ン
テ
ィ
ッ
プ
（
前
後
が
同

じ
形
で
ど
ち
ら
向
き
に
も
走
れ
る
）
と
い
う
汎

用
ボ
ー
ド
の
ク
ラ
ス
も
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

②
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
セ
ー
リ
ン
グ 

　
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

　

２
０
１
５
年
か
ら
は
今
ま
で
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
大
会
と
ク
ラ
ス
世
界
選
手
権
を
加
え
た

５
戦
に
加
え
て
、
ト
ッ
プ
10
の
み
が
参
加
で
き

る
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
決
定
す
る
と
い
う
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
方
式

（
毎
年
）
を
開
催
す
る
こ
と
を
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
提

案
し
た
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ヒ
ー
ロ
ー

を
生
み
出
す
こ
と
が
今
も
っ
と
も
要
求
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
危
機
感
を
持
っ
て
動
き
出

し
た
こ
と
は
イ
ベ
ン
ト
カ
ウ
ン
シ
ル
で
は
大
き

く
評
価
さ
れ
た
。

　

一
方
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
は
勝
者
に
ワ
ー
ル
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
う
冠
の
つ
か
な
い
ク
ラ
ス

選
手
権
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
意
見
、
ク
ラ

ス
に
よ
っ
て
は
ク
ラ
ス
選
手
権
以
外
の
大
会
で

の
25
エ
ン
ト
リ
ー
と
い
う
制
限
付
き
で
は
、
途

上
国
等
か
ら
の
挑
戦
が
不
可
能
に
な
る
の
で
は

と
い
う
反
対
意
見
も
多
く
出
て
い
る
。

③
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ユ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド

　

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ユ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
（
２
０
１
３ 

キ
プ
ロ
ス
）
大
会
は
新
記
録
と
な
る
60
カ
国
の

エ
ン
ト
リ
ー
で
大
成
功
。
新
し
い
国
の
メ
ダ
ル

獲
得
も
増
え
て
お
り
、
非
常
に
望
ま
し
い
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｏ
Ｃ
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
２
０
１
４ 

中
国
・
南
京
）
は
準
備
万
端
だ
が
、
風
が
弱
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
２
０
１
８
年
に
関
し
て

は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
大
会
そ
の
も
の
を
見
直
す
と
の
こ

と
で
、
関
連
事
項
の
討
議
は
延
期
さ
れ
た
。

④ 

Ｉ
Ｆ
Ｄ
Ｓ

　

懸
案
で
あ
っ
た
Ｉ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
（
国
際
障
害
者

セ
ー
リ
ン
グ
協
会
）
が
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
正
式
に
統

合
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

２
０
１
３
年
日
本
で
開
催
さ
れ
た
ブ
ラ
イ
ン
ド

セ
ー
リ
ン
グ
世
界
選
手
権
に
対
し
て
大
き
な
感

謝
の
意
が
示
さ
れ
た
。

　

追
加
の
メ
ダ
ル（
カ
イ
ト
）
確
保
へ
の
可
能

性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
度

重
な
る
艇
種
の
変
更
と
い
っ
た
不
安
定
さ
を
一

掃
す
る
た
め
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
２
０
年

に
か
け
て
は
現
行
10
種
目
の
艇
種
変
更
は
行
わ

ず
、
メ
ダ
ル
が
追
加
さ
れ
た
時
に
は
カ
イ
ト
を

取
り
入
れ
る
と
い
う
決
議
が
さ
れ
た
。
そ
の
流

れ
を
受
け
て
２
０
１
４
年
度
か
ら
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
の
カ
イ
ト
競
技
採
用
が
可
能
と
な
っ

た
。

　

今
回
の
会
議
で
最
も
う
れ
し
い
こ
と
は
日
本

人
の
体
格
に
最
適
の
４
７
０
級
が
男
女
そ
れ
ぞ

れ
の
種
目
と
し
て
２
０
２
０
年
ま
で
残
っ
た
こ

と
で
あ
り
、
東
京
大
会
メ
ダ
ル
へ
の
大
き
な
期

待
が
か
け
ら
れ
、
若
い
セ
ー
ラ
ー
の
夢
を
大
き

く
広
げ
ら
れ
る
こ
と
だ
。

　

以
下
に
、
今
会
議
で
の
主
な
ト
ピ
ッ
ク
を
紹

介
す
る
。

①
２
０
１
６ 

リ
オ
大
会

　

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
会
場
の
準

備
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　

懸
念
さ
れ
て
い
る
不
安
定
な
風
に
関
し
て

は
、
実
際
の
海
面
で
の
デ
ー
タ
収
集
で
の
結
果

は
か
な
り
良
い
と
の
報
告
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の

た
め
の
会
期
縮
小
案
、
49‌

er
ク
ラ
ス
が
試
行
し

て
い
る
シ
ア
タ
ー
ス
タ
イ
ル
（
幅
を
狭
く
し
た

レ
ー
ス
海
面
、
メ
ダ
ル
レ
ー
ス
３
本
等
）
の
採

用
に
向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
か
ら
リ
オ
に
向
け
て
の
国
枠
選

考
は
２
０
１
４
年
９
月
に
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
タ

ン
デ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
セ
ー
リ
ン

グ 

ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
（
国
枠

の
50
％
を
決
定
）
か
ら
始
ま
り
、
各
大
陸
選
手

権
、
ア
フ
リ
カ
（
開
催
地
未
定
）、
ア
ジ
ア
（
開

催
地
未
定
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
開
催
地
未
定
）、

オ
セ
ア
ニ
ア
（
メ
ル
ボ
ル
ン
）、
北
米
（
マ
イ

ア
ミ
）、
南
米
（
開
催
地
未
定
）
と
２
０
１
５

年
の
各
ク
ラ
ス
世
界
選
手
権
で
争
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
の
枠
配
分
は

上
表
参
照
。
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
は
種
目
を
限

定
し
て
合
同
大
会
開
催
を
検
討
中
。                             

 東京オリンピックに
４７０級が残れるか！

2013 年 ISAF 年次会議 レポート
於 : マスカット オマーン 2013 年 11 月 9 日～ 16 日

カイトは新種目として登場か
レポート ／大谷 たかを（ISAF イベント委員、カウンシルメンバー）

多くのオブザーバーを入れてもゆったりとしているオマーン / マスカットの
贅を極めた会議場（ISAF　MEDIA　LIBRARY）
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⑤
外
洋
艇
計
測
に
関
し
て

　

長
年
の
夢
で
あ
っ
た
レ
ー
テ
ィ
ン
グ 

シ
ス

テ
ム
の
統
合
は
、
ま
ず
は
計
測
デ
ー
タ
の
共
用

と
い
う
形
で
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

⑥
ロ
レ
ッ
ク
ス
ワ
ー
ル
ド
セ
ー
ラ
ー 

　
オ
ブ 

ザ 

イ
ヤ
ー

　

同
賞
は
男
女
と
も
に
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
４
７
０
級
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
後
も
連
勝
を

続
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ッ
ト
・
ベ
ル

チ
ャ
ー
（
男
子
）
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド 

の

ジ
ョ
ー 

ア
レ
ン
、 

オ
リ
ビ
ア 

ポ
リ
ー
（
女
子
）

が
受
賞
し
た
。

⑦
ア
ジ
ア
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
総
会

　
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
議
に
先
立
っ
て
ア
ジ
ア
セ
ー
リ

ン
グ
連
盟
の
総
会
が
開
か
れ
、
積
極
的
に
ア
ジ

ア
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
交
流
を
進
め
よ
う
と
サ
ー

キ
ッ
ト
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ク
ラ
ス
、
ユ
ー
ス
）

構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
３
年
ア
ジ

ア
選
手
権
は
中
止
、
２
０
１
４
年
ア
ジ
ア
大
会

（
韓
国 

イ
ン
チ
ョ
ン
）
で
は
５
カ
国
以
上
の
参

加
が
見
込
め
な
い
４
７
０
女
子
に
変
わ
り
29‌

er

女
子
が
採
用
さ
れ
る
が
、
４
７
０
女
子
を
残
す

べ
し
と
の
陳
情
も
出
て
い
る
。

た
。
多
く
の
国
が
日
本
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
リ
オ
直
後
か
ら
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
予
定
海
面
で
の
練
習
に
関

す
る
情
報
等
の
発
信
が
急
務
だ
。
英
国
な
ど
か

ら
は
来
年
に
で
も
現
地
視
察
に
訪
れ
た
い
と
の

申
し
込
み
も
あ
る
。

　

ま
た
、
次
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
催
国
で
あ

る
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
と
の
協
力
関
係
を
進
め
る

と
い
う
構
想
も
今
会
期
中
の
両
国
会
長
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
合
意
に
達
し
た
。
河
野
会
長
は
新

設
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
懲
罰
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

に
任
命
さ
れ
た
。

⑧
中
国
デ
レ
ゲ
ー
シ
ョ
ン 

　

10
月
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
初
め
て
ア
ジ
ア

で
開
催
し
た
中
国
か
ら
、
20
余
名
の
大
デ
レ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
来
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
中

国
で
の
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
レ
ガ
ッ
タ
、
２
０
１
５

年
の
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
年
次
会
議
（
海
南
島 

サ
ン
ヤ
）

に
関
し
て
カ
ウ
ン
シ
ル
会
議
中
日
に
盛
大
な
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。

⑨
今
後
の
会
議
予
定

　

２
０
１
４ 

年
次
会
議 

（
ス
ペ
イ
ン 

パ
ル
マ 

マ
ヨ
ル
カ  

11
月
１
日
～
８
日 

）                 

＊
ミ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
イ
ベ
ン

ト
と
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
の
み
開
催
予
定
（
詳
細

未
定
）

　

２
０
１
５
年
次
会
議 

（
中
国 

海
南
島 

サ
ン

ヤ
）

＊
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
決
ま
っ
た
東
京
で

の
年
次
会
議
開
催
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い

る 

!!
特
筆
す
べ
き
事
項

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
河
野
会
長
が
イ
ベ
ン
ト
委
員
会
で

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
関
し
て
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ

の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
現
状
報

告
と
資
料
配
布
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き

2014 年 ポルトガル タビラ （７月12 日～ 19 日）

2015 年 マレーシア ランカウイ （12月末）

2016 年 オマーン

2017 年 イスラエル

＊ 2016 年（主催国判断次第では 2015 年）以
降は 29er が男女別の２種目となる。

ＩＳＡＦユースワールドの予定

ISAF 年次会議に
続いてレーザー級
世界選手権が開催
された。会場は首
都マスカットから
100 Ｋｍ余西の
砂漠地帯にあるオ
マーンセーリング
センター（photo 
by Mark Lloyd）

ロレックスワールドセーラー 
オブ ザ イヤーを受賞したマッ
ト・ベルチャー（写 真中央）
とジョー・アレン（ 同左） 、 
オリビア・ポ リー（ISAF　
MEDIA　LIBRARY）
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は
じ
め
に

　

兵
庫
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
の
登
録
会
員
数

は
平
成
25
年
８
月
現
在
で
４
５
０
名
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
17
年
度
に
は
２
４
３
名
ま
で
減
少

し
て
お
り
、
危
機
感
を
強
く
持
っ
て
ど
う
す
れ

ば
会
員
が
増
え
る
の
か
を
理
事
会
で
検
討
し
ま

し
た
。

  

「
魅
力
あ
る
会
員
向
け
の
特
典
」、「
会
費
の

軽
減
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｊ

Ｓ
Ａ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
と
な
る
セ
ー
ラ
ー
は
県
連
に

対
し
て
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
ま
た
、
県
連

は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

① 

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を 

　
 

早
期
発
行
・
早
期
交
付

◎
県
連
は
事
務
処
理
を
停
滞
さ
せ
ず
、
早
期
に

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
本
部
へ
送
金
し
ま
す
。

◎
前
年
度
か
ら
の
継
続
会
員
へ
の
メ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
事
前
配
布
と
出
前
配
布
を
実
施
し
ま

す
。

　

継
続
会
員
の
カ
ー
ド
は
事
前
に
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
本

部
か
ら
県
連
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
カ
ー
ド
の
更
新
案
内
を
団
体
あ
て
に
送
付
し

ま
す
。
大
学
生
・
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
春
に

活
動
拠
点
に
出
向
い
て
カ
ー
ド
の
交
付
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◎
大
会
参
加
等
の
理
由
で
登
録
を
急
い
で
い
る

セ
ー
ラ
ー
へ
は
、
翌
日
に
ナ
ン
バ
ー
を
交
付
し

ま
す
。

ア
等
の
各
層
が
独
自
で
取
り
組
み
難
い
こ
と
を

実
施
し
、
提
供
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

④ 

各
団
体
行
事
へ
の
支
援

　

各
団
体
と
県
連
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た

め
、
各
団
体
の
主
催
す
る
大
会
に
優
勝
カ
ッ
プ

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

◎
関
西
学
生
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会

総
合
優
勝
杯
「
秋
田
博
正
記
念
杯
」

◎
近
畿
高
校
選
抜
ヨ
ッ
ト
選
手
権

優
勝
杯

◎
兵
庫
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
（
O�‌

P
級
）

優
勝
杯

⑤ 

新
西
宮
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
を 

 　
活
用
し
た
大
会
の
開
催

  「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」が
開
催
さ
れ
た
新
西

宮
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
は
、
名
神
高
速
西
宮
イ
ン

タ
ー
か
ら
10
分
、
神
戸
の
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
か

ら
20
分
と
交
通
面
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
全
国

各
地
か
ら
移
動
し
や
す
い
立
地
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
は
、
夏
場
に
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
が

安
定
し
て
吹
い
て
お
り
、
デ
ィ
ン
ギ
ー
に
と
っ

て
は
セ
ー
リ
ン
グ
を
し
や
す
い
環
境
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
を
有
効
活
用
し
、
大
会
開

催
を
通
じ
て
地
元
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
も
県

連
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
毎
年
８
月
第
１
週

に
開
催
す
る
４
７
０
級
、
ス
ナ
イ
プ
級
、
セ
ー

リ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
級
の
関
西
選
手
権
に
は
、

全
国
各
地
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
を
始
め
と

し
た
多
く
の
選
手
に
参
加
い
た
だ
き
盛
大
な

レ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

② 

継
続
的
か
つ
レ
ベ
ル
の
高
い 

　

 

レ
ー
ス
機
会
の
提
供

　

関
西
水
域
で
は
、新
西
宮
、芦
屋
、大
阪
北
港
、

和
歌
山
に
大
学
生
を
中
心
と
し
た
デ
ィ
ン
ギ
ー

セ
ー
ラ
ー
が
集
中
し
て
い
ま
す
が
、
学
生
だ
け

に
限
ら
ず
、
社
会
人
セ
ー
ラ
ー
も
含
め
た
参
加

艇
数
の
多
い
実
践
的
練
習
の
機
会
と
し
て
、
年

に
数
回
、
県
連
主
催
の
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
を
含

め
た
関
西
水
域
外
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
学
生

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
寄
与
で
き
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　

日
本
４
７
０
協
会
の
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ス
支
援

事
業
（
ノ
ー
ス
セ
ー
ル
協
賛
）
に
県
連
の
ポ
イ

ン
ト
レ
ー
ス
も
含
み
、
最
上
位
の
学
生
チ
ー
ム

で
全
日
本
４
７
０
選
手
権
に
出
場
し
た
選
手
へ

賞
品
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

③ 

選
手
・
指
導
者
の
た
め
の 

 　
各
種
講
習
会
の
開
催

　

指
導
者
、
選
手
に
不
可
欠
な
ル
ー
ル
及
び

レ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
会
得
す
る
機
会
と
し

て
、Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
レ
ー
ス
委
員
会
主
催
の
レ
ー
ス・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
委
員
会

主
催
の
ジ
ャ
ッ
ジ
講
習
、
指
導
者
・
選
手
の
た

め
の
ル
ー
ル
講
習
会
等
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

県
連
が
担
う
べ
き
役
割
は
、
新
し
い
確
か
な

情
報
を
指
導
者
・
選
手
に
早
く
提
供
す
る
こ
と

や
、
公
平
な
レ
ー
ス
運
営
が
で
き
る
資
格
者
の

育
成
等
、
実
業
団
、
学
連
、
高
体
連
、
ジ
ュ
ニ

本
誌
1
0
1
号
に
お
い
て
神
奈
川
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
と
外
洋
南
九
州
の
会
員
増
強
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
が
、

本
号
で
は
兵
庫
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
。（
会
員
増
強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

も
っ
と
海
の
仲
間
を
増
や
そ
う

兵
庫
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
の
取
り
組
み

古野電気株式会社のペガサス号は、レースや選手を
大いに支援していただいている。このような地元企
業とのタイアップも重要だ
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⑥ 

地
元
と
連
携
し
た 

　

 

ユ
ー
ス
セ
ー
ラ
ー
の
育
成

　

西
宮
市
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
「“
海
の
甲

子
園
”
ユ
ー
ス
セ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
」
が
あ
り

ま
す
。

　

西
宮
商
工
会
議
所
青
年
部
が
10
周
年
記
念
事

業
と
し
て
開
催
し
て
い
た「
西
宮
カ
ッ
プ
」（
当

時
は
Ｏ
Ｐ
級
）
を
、「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」

を
き
っ
か
け
に
当
連
盟
と
共
同
で
主
催
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
平
成
19
年
少
年
男
女
セ
ー
リ

ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
級
採
用
を
機
に
、
ユ
ー
ス
選

手
及
び
指
導
者
を
対
象
に
Ｆ
Ｊ
級
か
ら
セ
ー
リ

ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
級
に
変
更
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
21
年
に
は
地
元
財
界
と
競
技
団
体
が
一

丸
と
な
り
、
青
少
年
育
成
へ
の
取
り
組
み
に
理

解
い
た
だ
い
た
兵
庫
県
阪
神
南
県
民
局
、
西
宮

市
、
西
宮
市
教
育
委
員
会
か
ら
後
援
を
受
け
、

少
年
男
女
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
級
を「“
海

の
甲
子
園
”
ユ
ー
ス
セ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
」
と

し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
葉
山
で
開
催
し
て
い
た
「
セ
ー
リ
ン

グ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
級
海
の
甲
子
園
大
会
」
も
甲
子

園
球
場
が
あ
る
西
宮
市
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
、
４
２
０
級
、
レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア

ル
級
が
少
年
男
女
種
目
に
導
入
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、「“
海
の
甲
子
園
”
ユ
ー
ス
セ
ー
リ

ン
グ
カ
ッ
プ
」
も
艇
種
を
変
更
し
、
さ
ら
に
進

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
こ
の
大
会
に
出
場

し
た
セ
ー
ラ
ー
が
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

県
連
と
し
て
、
第
一
に
地
域
の
セ
ー
ラ
ー
や

レ
ー
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
方
々
の
た
め

に
何
を
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
そ
し
て
地
域

の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
地
元
の
理
解
を

得
て
セ
ー
リ
ン
グ
活
動
に
協
力
を
得
る
た
め
に

何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
等
を
常
に
考
え
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
翌
年
の

２
０
２
１
年
に
世
界
的
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」（
Ｗ

Ｍ
Ｇ
）
の
開
催
地
が
関
西
に
内
定
し
た
こ
と
も

あ
り
、
今
後
は
地
域
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

の
セ
ー
リ
ン
グ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
県
連

と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。（
レ
ポ
ー
ト
／
川
上 

宏・兵
庫
県
セ
ー

リ
ン
グ
連
盟
）

　

こ
の
大
会
で
は
、
レ
ー
ス
だ
け
で
な
く
コ
ー

チ
に
よ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
そ
し
て
選
手
の
交
流

を
目
的
と
し
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
ー
も

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
運
営
に
つ
い
て
は
、
西
宮
商
工
会
議
所

青
年
部
と
県
連
で
実
行
委
員
会
体
制
を
と
っ
て

お
り
、
レ
ー
ス
運
営
は
県
連
、
式
典
・
イ
ベ
ン

ト
関
係
は
商
工
会
議
所
青
年
部
と
役
割
分
担
を

し
て
い
ま
す
。
西
宮
市
、
西
宮
市
教
育
委
員
会

か
ら
も
、
開
会
式
、
表
彰
式
に
お
け
る
国
会
・

県
議
会
・
市
議
会
議
員
の
皆
様
へ
の
ご
案
内
、

パ
ー
テ
ィ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
地
元
大
学
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
財
界
か
ら
も
多
数
の
協
賛
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。　

　

西
宮
市
に
本
社
が
あ
る
船
舶
用
電
子
機
器
で

有
名
な
古
野
電
気
株
式
会
社
に
は
特
別
協
賛
を

い
た
だ
き
、
中
学
生
の
男
女
最
上
位
の
選
手
に

今
後
の
活
躍
に
期
待
を
込
め
た「
古
野
カ
ッ
プ
」

の
贈
呈
や
、
観
覧
艇
と
し
て
ペ
ガ
サ
ス
号
を
提

供
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
西
宮
戎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

は
、
男
女
の
優
勝
カ
ッ
プ
（
西
宮
戎
ラ
イ
オ
ン

ズ
カ
ッ
プ
）
を
寄
贈
い
た
だ
く
な
ど
、
地
元
行

政
、
財
界
が
競
技
団
体
と
一
緒
に
セ
ー
リ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
立
て
て
い
ま
す
。

兵庫県セーリング連盟は“海の甲子園”ユー
スセーリングカップをはじめ様々なレースを
主催、サポートすることでユーザーのニーズ
を汲み取ろうとしている





13 J-SAILING VOL.104

　

今
年
は
４
年
に
一
度
の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
規

定
改
定
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
今
年
の
改
定
で

は
基
本
原
則
の
中
に
「
環
境
責
任
」
が
新
設
さ

れ
、
環
境
へ
の
意
識
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
応
募
者
自
ら
に
環
境
保
全
、
啓
蒙
の

た
め
に
何
を
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
て
い
た
だ

き
、
優
秀
な
案
に
対
し
て
10
万
円
を
提
供
し
、

そ
の
実
現
を
後
押
し
し
よ
う
と
い
う
初
め
て
の

試
み
が
「
環
境
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
の
で
す
。

  

10
万
円
と
い
う
予
算
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ま
ず

は
自
分
た
ち
の
身
の
回
り
で
で
き
る
こ
と
か
ら

意
識
を
変
え
る
こ
と
で
、
改
善
で
き
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
機
会

に
環
境
に
対
し
考
え
を
深
め
、
自
分
た
ち
は
今

何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
が
開
催
の
目
的

の
１
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
７
年
後
に
は
東
京
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
き
ま
す
。
少
し
で
も
き
れ
い

な
海
で
海
外
か
ら
の
セ
ー
ラ
ー
を
迎
え
た
い
も

の
で
す
。

　

今
回
の
応
募
数
は
21
件
で
し
た
。
そ
の
中
か

ら
左
記
の
２
つ
の
案
を
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
理
事
の
代

表
、
お
よ
び
環
境
委
員
会
の
審
査
で
採
択
し
ま

し
た
。

■
「
ス
ト
ッ
プ
！　

ア
イ
ド
リ
ン
グ　

残
し
た

い
の
は
き
れ
い
な
海
」（
江
の
島
ヨ
ッ
ト
ク
ラ

ブ
ジ
ュ
ニ
ア
部
会 

J
S
A
F 

環
境
コ
ン
テ
ス

ト
2
0
1
3
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　

レ
ー
ス
の
支
援
艇
や
観
覧
艇
な
ど
の
エ
ン
ジ

ン
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
止
め
る
こ
と
に
よ
り

二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
抑
え
る
啓
蒙
活
動
で

す
。
皆
さ
ん
は
ガ
ソ
リ
ン
１
リ
ッ
ト
ル
を
消
費

す
る
た
び
に
２
リ
ッ
ト
ル
サ
イ
ズ
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
５
９
０
本
分
の
二
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る

の
を
ご
存
知
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？　

軽
油

（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
）
の
場
合
１
リ
ッ
ト
ル
消
費
す

る
ご
と
に
６
５
６
本
に
も
な
り
ま
す
。
驚
く
べ

き
量
で
す
。
下
記
に
提
案
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
掲
載
し
ま
す
。

■
「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ー
ル
を
活
用
し
た
リ
ユ
ー

ス
」（
N
F　

F
r
i
e
n
d
s
）

　

こ
ち
ら
は
パ
ワ
フ
ル
な
ミ
シ
ン
を
活
用

し
て
、
不
要
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
セ
ー
ル

を
よ
り
有
効
活
用
す
る
案
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
採
択
案
に
関
し
て
は
次
号
の

J
|
S
A
I
L
I
N
G
で
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
環
境
コ
ン
テ
ス
ト
に
関
し
て

は
、
環
境
委
員
会
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
ヤ
ン

マ
ー
株
式
会
社
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
の
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
応
募
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
環
境
委
員
会
で
は
、
７
年
間
続
け
た
「
海
の
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
代
え
て
、

今
年
か
ら
「
残
し
た
い
の
は
き
れ
い
な
海
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
環
境
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

J
S
A
F
環
境
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
3

２
つ
の
採
択
案
を
発
表

「ストップ！ アイドリング。残し
たいのはきれいな海」「St op!  
Idling. Save t he OCEAN.」の
ステッカー。なお、このステッカー
は本誌配布の際に同封してありま
す。ぜひ、活用してください

本プロジェクトの提唱者の 1 人、江の島ジュニアヨットク
ラブジュニア部門のスーパーバイザー芝田崇行さん。芝田さ
んは、「石原伸晃環境大臣が今年 11 月、COP20 で日本の
環境に対する姿勢をアピールしたその直後に、このプロジェ
クトを発足させたタイミングは重要です」と語る。ちなみに
石原大臣は江ノ島ヨットクラブジュニア部会の二期生である

　RRS2013-2016 において新設された「環境責任」
には、「参加者には、セーリングスポーツが及ぼすいか
なる悪影響も最小限にすることが奨励される。」とあ
ります。
　ヨットレースをはじめ、セーリングスポーツには運営
艇や支援艇を含めて多くのエンジン付ボートが活動し、
とくにレースにおいては年々その数が増加の一途にあり
ます。
　自動車などでは必要以上のアイドリングはエネルギー
の無駄遣いとなり「アイドリングストップ」が奨励さ
れている中、洋上のエンジン付ボートも同様の考え方が
成り立ちます。
　本来、風や波、潮など自然の中で取り組むヨット競技
において、化石燃料を使用するエンジンの使用は海洋汚
染や CO2 排出など、自然の流れを阻む要素が多く含ま
れており、これらの使用を最小限にすることを意識しな
がらセーリングスポーツに取り組むことこそ、悪影響を
少しでも削減する取り組みになると思います。
　セーリングスポーツにおける環境責任の観点からも、
CO2 排出の削減とともに、きれいな風、きれいな空気
を守るために、美しい地球と海洋の保護のためにも、エ
ンジンのアイドリングを極力避ける取り組みを提案いた

します。
　とくに、レースにおける運営艇及び支援艇、観覧艇も
含めて、艇長、乗船者はエンジンの無駄なアイドリング
を止め、また海上で定点で止まるために前後進を繰り返
すのをやめて、長めのチェーンをつけた小型のアンカー
を有効に気軽に使用して無駄なアイドリングを避けるな
ど、なるべくエンジンを停止する運動を提案いたします。
　その啓蒙のため、「ストップ！ アイドリング。残し
たいのはきれいな海」と「Stop!  Idling . Save the 
OCEAN.」と書き込んだステッカーを配布し、エンジ
ン付きボートに貼付し、活動中における無駄なエンジ
ンの使用、アイドリングの停止を奨励したいと思いま
す。レースの際には本部船には JSAF 環境フラッグを
掲げ、大会全体において本運動の意識を高めてゆくこ
とができれば理想的と思います。
　小中高校生を対象とするセーリングを通してジュニ
ア・ユースの育成を担うクラブにとって、レースでの結
果や成績にばかり目を奪われるのではなく、それを支援
する指導者や父兄も含めて環境への意識を日常のなかで
高めるとともに、セーリング界全体の未来において、環
境に対する強い責任意識を持つ優れたセーラーを育成す
る、将来性の高い価値ある運動となると信じます。

　本運動をジュニアセーリング界からセーリング界全
体に普及させることで、セーリングスポーツの社会的地
位を高め、環境保護等の社会的認識の高まりとともに
セーリングスポーツの普及にも役立てることと考えてい
ます。（江の島ヨットクラブジュニア部会 JSAF 環境
コンテスト 2013 チャレンジプロジェクト）

STOP! IDLING
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　と、大風呂敷を広げてみたものの、実はディンギーの性能解析にはま
だまだ未知の部分が多く、筆者にとっても試行錯誤しながらの連載にな
るものと考えている。また、筆者は残念ながらディンギーの乗艇経験は
あまりなく、とくに470級は皆無である。このため470乗りの皆さん
からするとピントの外れた見方をしているかもしれない。このような点
については、読者諸兄からの「そうかなぁ？」といった疑問やご意見が
大いに参考になると考えている。ということで、この連載は、乗り手の
皆さんとキャッチボールしながら進めていきたいと願っている。

２．470 級の概要
　まず、基本となる470級の概要についておさらいしておこう。
　諸元を表1に、セールプランを図1に、船体形状を図2に示す。なお、
諸元とセールプランは日本470級協会のホームページ[2]から引用した。
また、船体形状は公表されていないので、元大阪大学の多田納久義氏[3]
による実艇からの計測値を示している。
　船体形状を見てわかるように非常にフラットな船型である。このよう
な船体後半がフラットな船型の場合、バウトリム（バウが沈む）とヒー
ルによって濡れ面積が減少する。船体抵抗の変化については後述するが、
艇速が遅い場合はほとんどが摩擦抵抗である。
　摩擦抵抗を減らす簡単な方法は濡れ面積を減らすことなので、微風時
に乗艇位置を変えて船をバウトリムとヒールさせているのはこのような
理由である。しかしながら、バウトリムは摩擦抵抗とは別物の造波抵抗
を大きくする可能性があるので、いつまでこうしていればいいかわから
ない。このような性能変化を明らかにするには、やはり模型試験や数値
計算などの科学的なアプローチが必要であろう。

３　直進抵抗
3-1　直立直進時の全抵抗
　470級が直進しているときの抵抗はどれくらいであろうか。
　これを知るために、金沢工業大学学生ヨット部部員の協力を得て、
470級の実船曳航試験を行なった。体重の合計が140kgf程度のスキッ
パーとクルーが乗艇し、ブーム、セール、アンカーなど帆走に必要な艤
装品を全て搭載したヤマハ製の470級の艇を、モーターボートで曳航
した。曳航点は本来はセールの風圧中心高さから引くべきであろうが、
高速時の危険性を考慮してマストのコクピット床面から1.5mの高さに
曳航ロープを結びつけた。また同様の理由でラダーはセットしてスキッ
パーが操作しているものの、センターボードは上げた状態としている。
曳航速度はハンディGPSを用いて測定し、曳引抵抗は低速時はフルス
ケール20kgf、高速時はフルスケール50kgfのバネ秤を用いて、モーター
ボート側で測定した。
　測定は2回行ったが、1回目は海上は穏やかであったものの多少風が
あったため、なるべく風に対して直角方向に走るとともに往復走行して
計測を行なった。2回目はほとんど無風で海面はフラットな状態であっ
た。測定結果を図3に示す。図中の●点が1回目、○点が2回目の曳
航試験結果である。このようにモーターボートで曳航する場合、被曳航
艇（ここでは470艇）が、モーターボートが後方に作る波のどこに位
置するかによって抵抗値がかなり変ってくる。
　例えば、上り斜面に位置すると抵抗値は大きくなり、下り斜面の場合
は小さくなる。2回目の曳航試験ではこの点に注意を払って実験を行っ
たことと、海面がフラットだったこともあって、1回目より低めの抵抗
値となっている。また、実験は能登半島七尾湾北湾で行ったが、湾内の
潮流、潮汐の影響は少なく、ハンディGPSでも十分正確な速度計測が
可能であることを確かめている。
　図中の実線と破線で示す曲線は、多田納久義氏 [3]が大阪大学の曳航
試験水槽において実施した1/2.5スケール模型による結果から実船換算
したものである。破線はセンターボードなし（上げ）の結果であり、速
度3.5m/s（約6.8ノット）以下の範囲で、センターボードを上げて行っ
た実船試験結果と一致している。これ以上の速度になると実船試験結果
の方が大きな値を示すようであるが、これは実船試験と模型試験の曳航

高さの違いによるものと考えられる。
　すなわち、実船試験では上述のようにコクピット床面から1.5mの高
さから曳航したが、模型試験の曳航点はほぼデッキ高さであった。この
ため実船曳航時の方が船首が沈む（バウトリム）結果となり、より大き
な抵抗になったものと考えられる。なお水槽試験では曳航速度に制限が
あるため、実船換算で4m/s以上の高速域のデータは得られていない。
　一方、図中の実線は、破線のグラフにセンターボードの抵抗の計算値
を加え、センターボードを下ろした状態として求めた全抵抗値である。
ここではセンターボードの表面はツルツルとし表面摩擦抵抗だけを考慮
している。艇速3m/s（約5.9ノット）時のセンターボードの摩擦抵抗は、
約1.7kgfであり、全抵抗17.5kgfの 10％程度であることがわかる。

　ここで注目してもらいたいのは、かなり速く感じられる3.5m/s（約6.8
ノット）の速度であっても、全抵抗値は25kgf程度しかないというこ
とである。すなわち、20リットル入りポリタンクの満タンの重さを少
し上回る程度の値でしかないのである。また2m/s（約3.9ノット）の
速度であればわずか5kgf程度であることもわかる。これは水に浮かん
だ実艇を手で曳航した経験のある人であれば、納得できる数値であろう。
　図中の下側に一点鎖線で示した曲線は、全抵抗から船体表面に作用す
る摩擦抵抗を差し引いた値である。これは剰余抵抗と呼ばれ、船が波を
造ることによって生ずる造波抵抗にほぼ匹敵するものである。図より速
度2m/s（約3.9ノット）以下では剰余抵抗はごくわずかで、ほとんど
が一点鎖線の上側の摩擦抵抗であることがわかる。
　一方、3.5m/s（約6.8ノット）の速度であっても1/3以上が摩擦抵
抗で占められていることがわかる。剰余抵抗は船型と排水量によってほ
ぼ決まってしまうので、乗り手としては（乗艇位置を変えてピッチトリ
ムを変える以外）如何ともしがたいが、摩擦抵抗は表面を磨くことによっ
て減らすことができる。全抵抗に数％の違いがあれば、レースの勝敗を
決するに十分であろう。すなわち数百グラムの違いである。レース前に
船体やセンターボード、ラダーの表面を磨き上げることの重要性が理解
頂けたであろうか。（以下、次号）
参考文献
[1] JSAF ホームページ（技術委員会）：470 級の帆走性能解析、
470 級の帆走性能解析（その２）
http://www.jsaf.or.jp/gijyutu/index.html
[2] 日本 470 級協会ホームページ：http://www.470jpn.org/
[3] 多田納久義：“帆走の船舶流体力学的研究（第 6 報）セーリングヨットの設計に対する
応用”、関西造船協会誌、第 193 号、(1984)、pp.7-16.

こうすれば速くなる（かも）！
470級の帆走性能を科学する❶

図 3　470 級の直立直進時の全抵抗
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１．はじめに
　風速6m/sの中で、470級がスターボードタックのクローズホールド
で走っている状態について概算した結果を示すと次のようである。
　艇速：5.5 ノット、リーウェイ（横流れ）角：4°、舵角：-1°
　セール推進力：15kgf、セール横押し力：60kgf
　ここで、セール推進力は艇体に作用している抵抗に等しいと考えてよ
い。またセール横押し力は、セールの風圧中心（ほぼ図心）に作用する
のでヒールモーメントを発生し、クルーの皆さんが必死にトラピーズで
抑えているわけである。さらにこのセール横押し力は艇体を4°横流れ
させており、これによってセンターボードとラダーが、セール横押し力
と逆向きの方向に60kgfの力を発生して釣合っていることになる。（艇
体が発生する横力は、ヒールしていなければわずかである）
　ところで舵角が-1°というのは、ティラーを船体中心線から1°風上
側に引いている状態を表している。ということは、リーウェイ角と合わ
せると5°近くの迎え角の流れを左側から受けていることになる。ラダー
はこれによってバウを左舷側（リーヘルム側）に回すような力（モーメ
ント）を発生している。にもかかわらず、船が回頭せずに真っ直ぐ進ん
でいるのは、セールがその逆のウェザーヘルムとなる力を発生していて、
これらが釣合っているためである。このようにセーリングヨットの性能
を求めるためには、前後、左右の力の釣合いと、ヒール方向とヨー（回
頭）方向に回転しようとするモーメントが釣合う点を探さなくてはなら
ない。
　ところで、文頭の帆走データは根拠なく示したのではなく、艇体の性
能とセールの性能に関するデータベース（または計算式）を作って、こ

れらから上記の釣合い点を求めたものである。艇体とセールの性能は、
模型を用いた水槽試験や風洞試験、数値計算などによって求めることに
なる。また、釣合い点を求めるために“速度予測プログラム（VPP）”
と呼ばれる計算式を用いなければならない。
　実は、筆者はこれまでにJSAFの技術委員会ホームページに、「470
級の帆走性能解析」ならびに「470級の帆走性能解析（その２）」[1] を
報告し、VPPについて解説した。しかしながら、この内容は大雑把な
性能を示してはいるものの、読者諸兄に方法を提示し、後は各自でやっ
てみてくださいというものであった。また、船体やセールの性能につい
てもそれほど十分なものではなかった。その後、船体模型を用いた水槽
試験をやり直すとともに、470級のセール模型を用いた風洞試験を実施
してセール流体力の精度を高める機会を得ることができた。ここではこ
れらのデータを用いて、より具体的に470級のスピードアップにつな
がるような資料を提供していきたいと考えている。
　内容としては、まず艇体の性能について実船試験や模型試験の結果を
示し、これらから見えてくることを解説する。次いで、セールに関する
模型試験や数値計算の結果について解説する。さらに、これらによって
でき上がったデータベースを用いて釣合い計算を行うVPP について解
説する。VPPによって得られた結果から、例えば文頭に示した帆走デー
タのように、セールに作用する力や、センターボードやラダーに作用し
ている力などの詳細を知ることができる。これをうまく使えば、スピー
ドアップのヒントが見えてくるのではないかと思う。
　最後に、動的なシミュレーションに取り組んでみたい。例えばタッキ
ング中の艇体やセールに作用する力の変化などが明らかになれば、より
良いタッキングの方法が明らかになってくるのではないかと思う。

レポート／金沢工業大学　増山　豊

「どうすれば速く走れるか」はセーラーの永遠のテーマである。学術的な側面からそのテーマを探求したレポートを掲載する。
頭をクリアにして、お読みいただきたい。（編集部）

表 1　470 級の諸元

図 1　470 級のセールプラン

こうすれば速くなる（かも）！
470級の帆走性能を科学する❶

全長
水線長
喫水線幅
重量（乗員除く）
マスト高さ
セール面積（メイン）
セール面積（ジブ）

4.70m
4.40m
1.32m
120kg
6.76m
9.12m²
3.58m² 図 2　470 級の船体形状
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今年のＪ24 全日本は、輪番開催地域が関西となり、関西ヨットクラブで行われた。
全国から 19 艇が参加し、9月21 ～ 23 日の 3 日間で7レース（予定は9レース）が競われ、
和歌山の〈シエスタ〉チーム（和田大地艇長）が優勝。
同チームは艇長は異なるもののチームとして初の3連覇を果たした。

〈シエスタ〉が3連覇
そして、2016年Ｊ24世界選手権大会が
和歌山で開催決定！

第33回Ｊ24全日本選手権大会

写真提供／安澤厚男　出光優希
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N O T I C E  B O A R D
ノーティスボード

　松原宏之君の突然の訃報に、皆様、さぞ驚かれたこ
とと存じます。
　54 歳のあまりにも早すぎるお別れに、日々、哀悼
の思いが募るばかりです。
　高校・大学のヨット部で活躍した松原君はヨットで
鍛え、ヨットから多くのことを学んでこられたと思い
ます。社会人になってからも監督を務め、平成 16 年
の全日本インカレではスナイプチームを優勝に導いて
くれました。
　その後は JSAF の理事としてレース委員会、事業
委員会、レディース委員会、そして JJYU、神奈川県
連などの多くの方々と接し、その人柄からみんなに愛
されてきました。
　昨年からは八景島マリーナに職場を移し、大学ヨッ
ト部活動の安全管理を担い、力を発揮していましたが、
さらに飛躍を遂げる時期だっただけに残念でなりませ
ん。
　11 月 22 日、23 日の通夜、葬儀には 300 人を超
えるヨット仲間が訪れ、松原君をしのび、お別れをい
たしました。
　私がヨット部の指導に母校を訪れたとき、校門の前
で出迎えてくれた高校 1 年生の松原君のあどけない
姿が目に浮かんできます。
——　友よ、安らかにお眠りください ——

中央大学ヨット部監督　三園徹

　　　　　　　　　　　「記」
■ 日時：平成 26年１月25日（土） 17 時～ 18 時 30 分
■ 場 所 ：日本スポーツマンクラブ
 　東京都渋谷区神南１- １- １ 岸記念体育会館内 １階
■ 会費 ：6000 円
※ご出欠のご連絡は下記宛てに１月 20 日までにお願い
いたします。
FAX：03-3481-0414　 
E-mail： jimukyoku@jsaf.or.jp

　ルール改正に対応したケース・ブック 2013-2016
の日本語版が、12 月に舵社から出版されます。
　従前のケース・ブックに対し、10 を超える新ケース
の追加をはじめ、改定された定義「マークルーム」の解釈、
救済要求と判決、および規則 41（外部の援助）の詳細
な事例、規則 69 の事例等、多くの部分が変更されてお
ります。
　また、従前から変更されていない箇所でも、規則 10
のインシデントにおける、スターボードタック艇、ポー
トタック艇それぞれが立証すべき事等、審問に臨むにあ
たって必読とも言える内容もあり、ジャッジ資格保有者
はもちろん、選手および指導者の方々にも有用な内容が
盛り沢山な一冊です。この機会に是非ご購入頂きますよ
う、お願い申し上げます。
　本書は、各所属団体にお申込みをいただくか、または
一般書籍として書店もしくはネットを通じてお求めいた
だけます。（JSAF ルール委員会ジャッジ小委員長 / 前
園 昇）
価格：2,100 円（税込）
※ 4 月より消費税率変更に伴い価格変更されます。

FRIENDS FOREVER

平成26年JSAF 
新年会のご案内

ケースブック日本語版発行

　JSAF の前事務局長の武村洋一さんは、1992
年、95 年、2000 年の 3 回のアメリカズカップ
に挑戦したニッポンチャレンジの事務局のスタッ
フだった。
　その武村さんが、書籍を発表した。
　タイトルは「古い旅券―ヨットに親しんで六十
余年、あるオールドソルティの追憶」。今年で
80 歳になった武村さん。六分儀で天測したとい
う氏が、最先端ツールである電子書籍という形で
著作を出版するのは誠に絶妙である。
　抱腹絶倒＆納得至極の逸話の数々。若いセー
ラーにとっては、今ではなかなか聞けないし体験
のできない、オールドソルティの滋味あふれる経
験談になっていることは間違いない。
　本書はエスアイピー出版センターから出版さ
れ、アマゾンから発売。

武村洋一著「古い旅券」、電子書籍で出版　　

「古い旅券」の表紙







国際

受講申込みFAX送付先

無線用免許講習会
JSAFメンバー

限定割引

舵社主催
KAZIマリンスクール

海上特殊無線技士講習会を
10％割引で受講できます

JSAF外洋安全委員会にお申し込み
後、KAZIマリンスクールより受付
確認の連絡を入れさせていただきま
す。その際にお支払方法をご指定く
ださい。各種クレジットカード、銀
行振込、現金書留でのお支払がご
利用いただけます。また、システム
KAZI会員の方はシステムKAZI自動
引き落としもご利用いただけます。

第3級海上特殊無線技士第2級海上特殊無線技士

（免許申請料、教科書代含む）
国際VHF、5Wまでの運用ができる資格です。1日6時間の講
習を受講し、修了試験に合格すると資格を取得できます。どな
たでも受講出来ます。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書が必要です。専用申込
書はJSAFホームページからダウン
ロードするか、KAZIマリンスクール
までお電話でご請求ください。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書に必要事項をご記入い
ただき、JSAF外洋安全委員会まで
FAXにてお申し込み下さい。

jsaf-anzen.jp/1-7-2.html
JSAF外洋安全委員会ホームページ

TEL 03-3434-0941
KAZIマリンスクール

FAX 045-544-5813

［受講料］ 

［お問い合わせ・申込用紙請求先］ 

JSAF外洋安全委員会
［受講申込みFAX送付先］ 

23,000円 20,700円
JSAF会員
限定価格 （税込）

（免許申請料、教科書代含む）
第2級は国際VHF25WまでとDSCの運用が出来る資格です。
軽減コースは第3級からのステップアップコースで、第3級海上
特殊無線技士資格を持つ人のみ受講可能です。1日7時間の講
習を受講し、終了試験に合格すると資格を取得できます。

［受講料］ 
28,000円 25,200円

JSAF会員
限定価格 （税込）

軽減
コース

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 2F 特大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.2.16（日）
AM9:00 – PM7:30

第27 回
東京
教室

[ 会場 ]   いずみさの関空マリーナセミナールーム
大阪府泉佐野市りんくう往来北6番地

（いずみさの関空マリーナ共催）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.1.26（日）
AM9:00 – PM7:30

第26 回
大阪
教室

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 2F 特大会議室
東京都文京区本郷1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.4.6（日）
AM9:00 – PM6:30

第41 回
東京
教室

[ 会場 ]   ゼミナールプラザ第6会議室
名古屋市中区正木 3-7-15
[ 定員 ]    60名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2014.3.16（日）
AM9:00 – PM6:30

第40 回
名古屋

教室

FAX 045-544-5813JSAF外洋安全委員会

必ず
JSAFメンバー
専用申込書と
お伝え下さい。 お申し込みは、

ファックスで、
JSAFまで

専用申込書が必要です お支払はカード、
現金書留、
お振込等で

●最新の講習会日程については、KAZIホームページをご覧頂くか、KAZIマリンスクールまでお問い合わせください。 
●各回定員になり次第締切となります。 ●申込書をご送付いただいた場合でもお断りする場合があります。 
●受講料入金時をもって正式申込みとさせていただきます。 ●完全予約・定員締切制のため正式申込み後の日程変更および返金はできません。
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Me�age景気経済対策の実効性もなんとなくと感じられるよ
うになり、東京五輪の誘致も決まり、久方ぶりに高
揚した気持ちで新年が迎えられそうです。ホームペ
ージ公告をご覧になった方もいらっしゃるでしょう。
2014年度からJSAFのホームページもリニューア
ルを予定しています。大きく変わってきたメディア環
境にも対応したサイトを構想中ですが、私もアダプト
できるかが課題です。

470級全日本選手権（福岡市ヨットハーバー）で優勝
した近藤愛・吉岡美帆チーム（ベネッセホールディング
ス）。女子が同級全日本を制したのは史上2回目。（写
真・中嶋一成）

リオデジャネイロ募金寄付・協賛社

環境キャンペーン・協賛社 外洋キャンペーン・協賛社

NO.104

松原宏之理事が11月19日に永眠されました。　
　古人復た洛城の東に無く　今人還た対する落
　花の風　年年歳歳花相似たり　歳歳年年人同
　じからず。
来年になれば同じように国体もあるけれど、もう松原
さんとはお会いできないのですね。突然の知らせに
気持ちは置き去りのままですが、心よりご冥福をお
祈りいたします。　　　　　（柳澤康信／広報委員長）
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平成25年度賛助会員

ハイ・ファースト産業（株）

東京夢の島マリーナ
スバル興業（株）

株式会社宅配

ＮＰＯ法人福岡セーリング協会

マリンサービス児嶋

ラジエ工業(株)

日本興亜損害保険（株）

／

関西ヨットクラブ
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